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東北学院大学キリスト教文化研究所主催
研究フォーラム
闇から光へ
─ 体験的キリスト教美術論 ─
渡　辺　総　一
1.　はじめに
皆様，今日はお忙しいところお出でくださいまして，ありがとうございます。
キリスト教美術とは何か。そのことを問いながら一人の制作者として探究してきたこと
を，お話してみたいと思います。
わたしは，1982年からキリスト教美術の制作にかかわってきましたが，実際には，聖
書のみ言葉を，現代において，日本において生かされている一個人としてどう受け止めた
のか，それを絵画に描かれるならどのように表されるべきなのだろうかと問いながら，試
行錯誤してきた 30年でした。キリスト教美術を，キリスト教信仰の造形的表現だという
ように考えますと，たとえばこれまで日本の「キリスト教美術展」に展示された作品は，
聖書の物語を主題にするばかりでなく，教会や静物，あるいは時事的な主題を掲げるもの
もあります。いずれにしても，そこに通底しているのは，画家のキリスト教信仰の表現，
あるいは聖書の言葉に魂を揺さぶられた表現であると思います。この信仰と美術の響き合
い，あるいは絡まりが，キリスト教美術ではないかと思います。
2.　信仰と美術のルーツ
そのようにキリスト教美術を二つの要素で考えますと，わたしの信仰のルーツは，ここ
仙台にあります。東北学院大学と宮田学生聖書研究会を通してキリストに導かれました。
また美術のルーツは，郷里石巻にあります。「日曜写生会」で絵画の素養が培われました。
幼稚園の頃から小学 6年生まで毎週日曜日，石巻公民館館長の太斎惇先生の指導のもとに，
野山を駆け回るようにして，日和山公園や北上川川岸などで風景画を描いていたのです（図
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1）1。
東日本大震災以後はそれらの親しんだ風景は一変してしまいました。しかしその前に佇
んで思うことは，わたしの絵の基礎はこの石巻の風土に育てられたんだということでした。
ところが，小学 6年生の時，学校の色覚検査で赤緑色弱だと知らされてから，わたしは美
術や理科系には不適で，その道に進むのは無理なのかもしれない，では一体これから進む
べき道はどこにあるのだろうと，迷い悩んだのです。重い鬱屈した気持ちで，改めて自分
とは何なのか，またどう生きればいいのだろうかということをいつも考えながら，中学，
高校生活を過ごしました。その暗いトンネルは大学に進んでも続いていましたが，その中
でキリスト教との出会いが与えられたのです。
今日は，「闇から光へ」というタイトルを掲げさせていただきましたが，信仰を持つこ
とに導かれましたことは，実際そのトンネルの暗闇から光へ導かれる第一の経験でした。
自分が肯定され，置かれた場で一生懸命に生きていこうという力を与えられたのです。
大学に確たるものを持たずに進んだ学部は経済学部でしたが，それは幸いなことでした。
まず 1年生の時，社会学の講義で五十嵐之雄先生からM.ヴェーバーや大塚久雄先生の研
究を教えられ，プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神とのつながりやマルクスや
ヴェーバーそしてキリスト教についての関心を与えられました。倉松功先生，大崎節郎先
生からはキリスト教教会史の授業を通して，キリスト教の教義や歴史への関心をもたらさ
れました。またドイツ語の勉強のため大学近くの外語学校に通っていた時，オーストリア
の先生の論理的な思考のあり方に接し，西洋とは何かという問いを持たされました。おそ
らく西洋を通して，自分を見つける手立てにしたかったのだろうと思います。そのために，
一層ヴェーバーの研究をこころざし，併せて 3年生から他学部の講義も調べて，史学科キ
リスト教史の出村彰先生，西洋法制史の世良晃志郎先生，政治学説史の宮田光雄先生の講
義などを聴講させていただきました。
なおそのうえ，4年生になって宮田先生にはご自宅で開かれていた学生聖書研究会にも
誘われて，2年間マルコ伝福音書とローマ書を学ぶ恵みを受けました。翌年の 9月「一
いち
麦
ばく
学寮」という寮が先生の庭に建てられ第 1期生として入れていただきました。それを機に
中山ニュータウンの日本バプテスト同盟尚絅教会に通い，教会の交わりの中でも育ててい
ただき，翌年の春に那須房治先生により受浸まで導かれました。ここにいらっしゃる佐藤
司郎さんは，東北学院大学のキリスト教神学の教授ですが，一麦学寮でご一緒し毎日のよ
うに信仰についてのわたしの素朴な疑問を聞いてくださいました2。
 1 太斎惇『日曜写生会 33周年誌』（亀山印刷，1984年），参照。
 2 聖書研究会と一麦学寮を先生と奥様がどのような志で始められたのかについては，宮田通子「私
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3.　そして召命へ
このように振り返りまして，わたしはこの仙台の地で信仰と聖書の世界がどんなに豊か
なものであるか，その一端を教えられました。その大きな恵みに押し出されるようにして，
仙台を発ち，就職先は東京日本橋にある会社でしたが，住まいは埼玉県越谷という地に会
社の借り上げ住宅に同僚と二人で住みました。
教会は，日本キリスト教団越谷教会に通うことになりました。実は後年この地とこの教
会は，東北学院のルーツに深いかかわりのある所であることを知らされることになります。
田圃と元荒川べりに立つ越谷教会は 130年前東北学院大と同じドイツ改革派教会の最初の
宣教師A.D.グリングと J.P.モールの種まきから生まれた教会だったのです3。教会学校教師
としての奉仕や青年会活動，そして毎月宮田先生から送られる『みちのく通信』によって，
始まったばかりの信仰の歩みを支え導いていただきました。2年目から教会そばの長尾ア
パートに移り，それから 14年間大家さんでもあった長尾壬子先生から大変お世話を受け
ました。先生は，お父さんの長尾巻とお兄さんが牧師で，お兄さんの丁郎牧師から請われ
て越谷教会付属の幼稚園主任として働かれました。幼児の時に事故で右目を失明，50歳
の時に過労のためにもう片方も失明しましたが，手術で弱視くらいまで視力を回復された
と伺っていました。ところが大変明るい先生で折々に詠まれた力強い信仰の詩をしっかり
したお声で吟じ，またいつしか先生に『説教集』を幾冊も朗読させていただくようになっ
たことは，わたし自身にとっても信仰の養いとなりました。
会社では経理部で財務や営業の数字をまとめる仕事に就きましたが，この職場は神様か
ら示されたものとして受け止め，働きました。数年して，まとめた数字を読みとって，そ
れを図表に表して会計報告書に添付するようになり，役員の方々から喜ばれる経験をしま
した。データのポイントを作図することは，単に数字の機械的な表示ではなく，効果的に
示すために選ぶべきグラフの種類や数値の取り方など，いわばヴィジュアルな表現の世界
でした。
いつしかそのことを通して神様から授かった美術という賜物に改めて向き合うように
たちの学生伝道」『伝える（2） ─ 混沌のなかから』（未来社，1986年），宮田光雄・通子『若き人
びとと共に』（新教出版社，1993年）。わたし自身の聖研での学びと卒業後の歩みは，『風と波の
なかで ─ 一麦学寮 10，15，20，25周年記念文集』に書かせていただきました。「山に向かって
目をあげる」（1982年），「絵のささげもの」（1987年），「見えない手に守られて」（1992年），「証
しと宣教のキリスト教美術」（1997年）。
 3 『大宮教会百年史』（2005年）第一章「合衆国改革派教会の日本伝道から大宮教会伝道開始まで」
43-46頁参照。出村彰先生から資料収集も含めご教示をいただき，越谷教会，そして大宮教会の
創立の経緯について書くことが出来ました。
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なったのです。色弱のため美術から遠ざかるようにして行き着いた場所で，計らずも再び
美術と向き合うことになったのです。ヨナの物語にわが身が重なるように思えました（図
2）。神様から使命をさずかったのに，そこから逃げたヨナは，海上で捕まりそうになると
自ら船から身を投げますが，神様は大魚の腹に三日三晩とどめます。ヨナは祈って回心し
ます。わたしもヨナと同じように神様から授かった美術から離れようとしました。しかし，
それは神様から授かり生かすべき賜物であることをようやく受け入れ，将来どんな形かは
わからないにせよみ旨にかなう美術の方面の仕事に付けるようにと願ったのです。それで，
初めは美術学校の社会人クラスに通い出し，2年後退社して昼間のクラスに替り，1977年
から 82年の春まで通算 5年ほど神田の御茶の水美術学院でデッサンと油絵を学びました。
81年の夏に宮田学生聖書研究会 OB修養会が信州清里で開かれました。そこで先生か
ら宗教改革の信仰の闘いに参加したドイツの画家 A.デューラーの信仰と芸術についての
講演を聞いて，美術を通して福音宣教に仕える道もあるのか（!）と教えられました。信
仰と美術は，偶像崇拝禁止の戒めからその両立は難しいのではないかという素朴な疑問を
長年抱いていたからです。その冬に学校の教室で制作中のことでした。神様からの啓示の
ように，それまで自分が受けてきた信仰の世界を誰かこの教室の上手な人に描いてもらい
たいけれども，美術は個人の内面の表現を尊ぶものであり，まして信仰の経験を他の人に
代わって描いてもらうことはできないものなのだから，やはり拙くとも自分自身が描くこ
とに意義があり，それはまた神様からの召命であり，わたし自身が負うべき課題ではない
かと自覚させられたのです。
そのようなわけで，82年春から越谷の長尾アパートの一室を借りて子供や大人の方た
ちの絵画教室を開きながら，キリスト教美術の制作に身を入れていくことが始まりました。
84年には教会学校や教会青年会で一緒に奉仕していた石渡なおと結婚に導かれ，二人で
教室，教会学校，聖歌隊，教会役員の奉仕，そして制作という生活が始まりました。また
その後二人の娘を授かり，子供の成長と一緒に，またそのおかげで，わたしたちの信仰と
美術の学びも深め育てていただきました。
4.　単純化と象徴化の表現をめざして
この時点から改めて自分が取り組もうとするキリスト教美術というものとは何なのか，
自分はどう制作すべきなのだろうか，その探究の道を，手探りで進んでいきました。
現在のような表現のスタイルはいくつかの試みを踏んで至ったものです。その一つは自
然主義的，写実的表現の油絵でわたしの心をしめていた聖書のみ言葉のいくつかを描くこ
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とでした。たとえば《悔い改めのマリアと立ち去るパリサイ人》（83年，200号）という
主題を実際の人物をモデルにして描いたりしていました。同じようにして他に《泣くペテ
ロ》（83年，油彩），《マリア》（83年，油彩），《マルタとマリア》（84年，油彩）なども
手掛けました。
もう一つの試みは教会機関紙『天の門』の表紙画のために，多くは切り抜き紙版画とい
う手法で制作し，82年 33号から，90年 43号まで 10点ほど載せることになりました。こ
の版画の手法は，安野光雅氏の手法を基にしたものです。子供たちへの教材として，自ら
も試みたことがきっかけでした。紙を切り抜くという手法は，おのずと形態の省略や強調
を求められました。そのことで主題がはっきりと浮き出てくることを知らされる経験でし
た4。
他方 84年ごろから試みた鉛筆素描画の制作は，モティーフとした事物を出来るだけ写
実的に描くことで，物の本質へ迫ろうとした試みでした。美術学校のデッサンを通して少
しは知らされていたことですが，この経験から一層，具象を通して抽象化の世界が開けて
くることをはっきりと確認させられました。徹底的に描く先に，その物を成り立たせてい
る形の本質がかすかに姿をあらわす時がくるのです。それと同時に物の本質を見出そうと
するとき，たとえば花をモティーフに描く時，それはどんな小さな野の花であっても神様
の業による被造物の素晴らしさとその美しさにふれる経験であり，わたしたち人間の業（芸
術）はその神様の業の偉大さを不十分ながらほめたたえつつ，それをただ指し示すことに
過ぎないことも教えられました5。
87年に 2年ほど遠ざかっていた油絵に再び戻りました。二人の幼児がいる間は油絵具
を広げることは万が一の危険を考え，中断していたからです。再び取り組んだ主題は，写
実や切り抜き紙版画のと同じものでしたが，二つの経験をもとに自覚的に単純化の方向を
めざし，より事柄の本質に迫ろうと試みが続きました。《風と波のなかで》（88年），《立
ち上がりなさい》（89年），《わたしも罰しない》（89年），《なくてならぬもの ─ マルタと
マリア》（89年），《恐れるな》（90年），《執り成し》（90年）などの主題でした。とりわ
け《悔い改めのペトロ》は，83年以来幾枚も試み続けた主題でしたが，83年に 5点，90
年 1点，93年 1点と，自分の心にピッタリくる単純化された半抽象の表現とは，どうい
うものだろうかと一枚ずつ試みていったのです。
 4 佐藤忠良，久保貞次郎，安野他執筆・編集『子どもの美術 5』図画工作教科書，（現代美術社，
1981年）。
 5 初めての個展はそれらをまとめた鉛筆「素描画展」でした。ここにわたしの半抽象の表現の土台
があり，具象と抽象のつながりを考えさせられます。個展は 86年，越谷ギャラリー genで。展
示した作品を基に『渡辺総一素描画集』（1987年）自費出版。
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5.　導きの糸 ─ 理論と作品
そのような制作の試みを理論的に支えたのは，宮田先生のご著書『宗教改革の精神』（創
文社，1981年）や雑誌『創文』などに書かれた論文，また『いのちの証人たち ─ 芸術と
信仰』（岩波書店，1994年）からの学びでした。わたし自身一番関心を向けて，学ぼうと
していたキリスト教芸術家の信仰と制作とのつながりについて，教えられ導かれたのです。
たとえば，レンブラントからは信仰告白としてのキリスト教美術のあり方を，バッハから
は捧げものとしての芸術のあり方を，デューラーからは宣教に仕える美術のあり方を，な
どです。これにはエピソードがあります。2012年先生の『《放蕩息子》の精神史 ─ イエ
スのたとえを読む』（新教出版社）の出版記念講演会が銀座教会・東京福音会センターで
行われました。講演後の聖書研究会 OBの集まりで，通子奥様から初めて伺ったことです
が，わたしが会社を辞め美術学校に進んだ時，先生と奥様は「渡辺さんはとうとう美術の
道にすすまれた」，「わたしたちも勉強しなければ」ということでキリスト教芸術の研究を
されたと知らされて，頭が下がる思いでした。先生が次々と発表されていくことになるキ
リスト教芸術の論文は，実は皆わたしに向けてのものだったのです。わたしはそれとも知
らずに，ちょうどいいタイミングで先生はその時々にわたしの指針となる文を書いてくだ
さるなどと，愚かにも思っていたのです。また長年にわたり，ドイツで出版された貴重な
キリスト教美術の画集や関連の本を何冊も贈っていただきました。数えれば 30数冊以上
にもなると思います。宗教改革以来また現代のドイツのキリスト教書籍が，どれほど密接
に視覚芸術を多様な表現スタイルで取り入れ，関わりを持っているかを知らされ，これか
ら進むべき日本のキリスト教美術の道を展望させられました。
また，美術学校を出た後の進路のことでご心配してくださった出村彰先生に，越谷で絵
画教室を開きながらキリスト教美術の制作をしていく決意をしたことをご報告に伺った折
り，それならこの本を読みなさいと教えていただいた堀米庸三編『西洋精神の探究〈革新
の 12世紀〉』（日本放送協会，1976年）には啓発される所が多くありました。特に柳宗玄
氏の中世のキリスト教美術論から，そして著書『秘境のキリスト教美術』（岩波新書，
1967年）などから，その中でもたとえばロマネスク美術の意義，それから美術を否定す
ることを掲げたシトー派の修道院建築が示す美の意義，また文様で表すケルトのキリスト
教美術，それらから抽象と象徴の持つ深い意義を教えていただきました。
わたしが進んでいこうとした半抽象の表現を支え導いたのは，そのような理論的，歴史
的な学びでしたが，それと併行して，多くの近・現代の西洋美術作品との出会いからも支
えと導きを受けました。特に 82年に東京銀座のアートセンターで見たベン・ニコルソン
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の個展からは，その後長く続くことになる大きな感動を受けました。抽象の美というもの
にふれた経験だったのです。他にも単純化や象徴化について，上野の西洋美術館で出会っ
たキクラデスの大理石彫刻，柳宗悦の進めた民芸の精神や作品，とくに芹沢銈介の型染め，
韓国李朝の作品，中国の水墨画とその精神，そして抽象化を試みたピカソ，マチス，クレー
の作品，彫刻家ヘンリー・ムーア，ブランクーシ，ジャコメッティ，また幾人ものドイツ
表現主義作家などからも導かれてきました。それらを通して，次第にわたし自身の制作の
柱として，素朴さや単純さをめざして探究するようになっていったんだと思います。
それに加えて最近気が付かされたことですが，児童文学との出会いがありました。平易
な言葉でありながら人生の真実が描かれていることに感動したのです。仙台での求道生活
を通し，罪や弱さのまま救いの信仰に入れられたことで，あるがままに進んでいこうと思
いましたが，そのことは読書の面でも十分理解できていない内容を分かったふりをするの
ではなく，わかっただけのことをわかった言葉で表していこうという姿勢になりました。
それで社会人になって専門書や学術書よりは多くの児童文学に引き込まれ，熱心に親しみ
ました。石井桃子氏や松岡享子氏の子供文庫リストを手掛かりにして E.ケストナー，
C.S.ルイスなど，深い人生の真実に迫る内容にふれ感動しました。聖書を主題にする絵画
表現でも，自分がわかり感動した内容をわかった限りでわかりやすく素朴に表していこう
とする試みに結びついていったように思います。
6.　神への応答，証し，宣教としての美術
こうしていくつもの出会いが合わさり束ねられながら，わたしは，制作を続けていった
ように思います。それは，神様からの問いかけへの自分にできるささやかな応答でした。
福音書に示される，たとえばガリラヤ湖畔での招きなどの主題（図 3）を描きながら，自
分自身も弱い，十分に従えない者であることを思いつつ，しかしその中に神様の支えと導
きがあることを噛みしめるような思いで制作をしました。ですから，その絵は神様へ向かっ
てする信仰の表明であり，神様に捧げる感謝であり，ささやかな讃美の歌であり，また小
さな祈りでありました。なによりも人に見せようとする絵ではなく，むしろ神様に向かっ
て制作するということが，わたしのキリスト教美術の初めの姿勢でした。そして，それは
現在も根本において変わらない姿勢であるように思います6。
 6 取り組んだ主題は，礼拝や教会学校，聖書研究会や修養会で学んだ聖書のみ言葉でした。何度も
読み返した『みちのく通信』（～78年），宮田先生の説教集『一粒の麦死なずば』（1977年），『嵐
を静めるキリスト』（1989年），『カイザルのものと神のもの』（1971年，いずれも新教出版社）
などから受けたメッセージでした。そのため，多くの場合先生の説教題とわたしの作品題名は重
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しかし，他方では，この密室の祈りのような姿勢から，一歩外に踏み出して，人々の前
で行う，信仰告白や証しといえるような思いが加わってきました。また依頼される挿画や
ポスターなどの仕事は，新しい聖書の箇所への取り組みとしても，勉強になりました。『信
徒の友』の「みことばにきく」や『婦人之友』の「聖書の情景」の挿画の連載など，90
年代に入って増えてまいりました。また個展の開催の機会や，93年の個展に見えられた
田中忠雄先生から招かれ日本の「キリスト教美術展」への出品も始まったことによって，
定期的に自分の絵が皆様の前に出されることが多くなってきました。97年から 13年間に
亘った『福音と世界』の表紙画への取り組みでは，ヨハネ黙示録 1～22章の連載や，聖書
の花シリーズのような新たな主題も加わりました。
この絵は，《この人を見よ》という題ですが（図 4），バプテスマのヨハネがイエス様を
指さし「見よ，世の罪を取り除く神の小羊」と言う場面の絵です。キリスト教美術は，イ
エス様を指し示す指のようなものだという認識も与えられました7。
次の段階では，より広くこの世へ派遣され，皆様に伝え，また皆様と共に救いの恵みと
聖書の真理を分かち合う，またそのことを課題とするという思いが加わってきました。こ
れは特に同志社大学の竹中正夫先生，京都国際能楽研究所所長の湯浅裕子氏や日本キリス
ト教美術協会の松岡裕子氏の導きによって，エキュメニカルな世界へ入れられたことに
よって始まりました。98年にアジア・キリスト教美術協会（ACAA）20周年記念会がイ
ンドネシアのバリで行われましたが，この会に参加することを初めとして，2000年スイ
スにある世界教会協議会（WCC）のボセイ・エキュメニカル研究所やドイツ・ハノーバー
のクリスチャン・アカデミーのロックム各施設でのヨハネ黙示録を主題とする作品展示，
なっています。（渡辺「説教とイメージ」『説教黙想　アレテイア』2012年 No. 76参照。）
 聖書研究の折に先生から A.シュヴァイツァーの信仰を伺った時，『イエス伝研究史』の末尾に書
かれた「湖畔で召しを受けた弟子たちはその方が誰かわからなかった。そのようにイエスは名も
なき見知らぬ人として来て，われらを招く，そして課題を担って従うなかで，その方がイエスで
あることを顕現する」というお話しをしてくださいました。夕暮れで顔立ちがよくわからない弟
子たちとイエス様の出会いの様子を目に思い浮かべていました。その時の感銘は，わたしの描く
人物像に目鼻立を描かない表現を導き支えるものとなりました。（渡辺「信仰を表現するという
こと」『福音と世界』2009年 12月号参照）。
 7 挿画の仕事で特に啓発されたのは，宝塚教会の辻健先生による「みことばにきく」の連載でした（92
～93年）。また小島誠志先生の「聖句断想」シリーズ 5冊の制作でもみ言葉に励まされ，新たな
主題へ導かれました。『神の朝に向かって』（2003年），『愛に根ざして生きる』（2004年），『神の
庭にやすらう』（2005年），『疲れたものに力を』（2006年），『わたしを求めて生きよ』（2010年），
小島・渡辺共著『喜びも，悲しみも』（2007年，いずれも教文館）。
 「最も小さな者こそ最も偉大」というメッセージは，小島先生と小山晃祐先生との出会いとご著
書から教えられた主題でした。小山先生とのつながりは，「先生とキリスト教美術」『恩寵と真理  
─ 小山晃祐兄記念号』（同信社，2010年，1115号，61-62頁）。
 絵と文の連載「絵で読むイエスの生涯」『こころの友』（日本キリスト教団出版局，2005-6年）も
新しい試みでした。
 これまでの個展は，86年から 2013年までに計 32回行いました。
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2003年から 5年間アジア・キリスト教美術協会の委員としてアジア各地の画家との交わ
りを深められ，また 2008-9年にはアメリカの海外宣教研修センタ （ーOMSC）でのアーティ
スト・イン・レジデンスの経験などによって，神様の宣教の業に美術を通して参加するよ
うにという自覚が強められてきました（図 5）8。
ここで 2つのエピソードがあります。2000年初めてスイス，ドイツへ行けましたのは，
黙示録 5章を主題とする 150号の作品《讃美》（図 6）を倉松功先生がこの押川記念館に飾っ
て下さったおかげでした。この旅の主催は日本クリスチャン・アカデミーでわたしと妻は
招待だったのですが，作品を運ぶのを手伝ったりした中学生，小学生二人の娘の旅費をは
じめその他の費用は，先生がそして東北学院が絵を購入してくださったおかげで賄うこと
ができたのです。先生は度々個展やキリスト教美術展に足を運んでくださり，励ましてく
ださいました。この絵は全被造物による頌栄を表しています。
もう一つは，OMSCに到着早々，初めの個展が開かれました。そこでアフリカのコン
ゴから来ていたジャン・クロードという牧師が，フランス語圏から来たばかりで，英語は
わたしたちと同様十分に話せなかったのですが，それでもわたしに向かって笑顔でこう
言ったのです，「ワタナベの絵から聖書の言葉が聞こえてくるよ」と。拙いこのような絵
を通してでも，聖書のメッセージが，国を超えて伝わっていくんだ，分かち合えるんだと
感謝いたしました。この絵《七つのパン》（図 7）は，パンはキリストの体であり，分か
ち合うほどに増えて豊かにされていくことを描きました。
7.　図像否定の歴史のなかで 
わたしがキリスト教美術にたずさわって，なんとか今日まで歩んでこられましたのは，
このようにほんとうに大勢の方々のお祈りとお支えによるものでした。しかしながら，一
 8 ACAA 20周年記念については竹中正夫「キリスト教美術への期待」，「回顧と展望」『キリスト新聞』
（1998 年 7 月 25 日，1999 年 1 月 1 日）。Twenty Years : A Celebration of the Asian Christian Art 
Associ ation, 1998.
 ACAAのサイトは，
 http://www.asianchristianart.org/
 「カリス展」については，
 https://www.calvin.edu/nagel/projects/charis/
 クリスチャン・アカデミーツアーについては，湯浅裕子「ロックム・レインボウ」『はなしあい』（日
本クリスチャンアカデミー，2000年 11月 20日）。
 OMSCでの経験については，渡辺「皆が一つにされる素晴らしさ感じ　十戒を主題にした絵を描
く」『キリスト新聞』2009年 8月 15日，イェールやビースン神学校での個展については
 http://ism.yale.edu/sites/default/files/files/Prism/2008-2009/PrismJan09F.pdf
 http://library.samford.edu/about/exhibits/2009/watanabe.html
研究フォーラム
36 37
般に日本のプロテスタント教会においてキリスト教美術は，音楽に比べて随分肩身の狭い
思いをさせられてきました。それは偶像崇拝禁止の教えに基づいていると言われています。
キリスト教美術に携わる作家の方々の困難と「苦悩の内面史」について，竹中正夫先生は
2006年に遺作となりました『美と真実 ─ 近代日本の美術とキリスト教』（新教出版社）
に書かれています。同時に教えられることは，そのような厳しい状況の中でも，キリスト
を証しし，「現代における救い」を表そうと歩んでこられた方々が，わたしたちの先達と
して幾人もおられたということです。先生は，キリスト教美術は「希望の源である神を証
し」する，だからそれは「希望のしるし」であると語っています（図 9）9。
旧約聖書には偶像崇拝禁止の戒めが，出エジプト記 20章の十戒をはじめとして，レビ記，
申命記，詩編，イザヤ書など多くの箇所に記されていますので，古代ユダヤ教は美術を否
定してきた，だから美術は不毛であったとまで，言われてきました10。それを引き継ぐキ
リスト教でも 8世紀に聖像破壊運動（イコノクラスム）が起こり，16世紀の宗教改革で
も図像否定が行われました（図 8）11。
わたし自身そのような考えや歴史を学びつつも，しかし，美術の道に進むようになって
からは，神様を讃美する手立てとして，美術もその存在と働きは否定されていないのでは
ないか，そして，キリスト者として美術にたずさわることも，否定されないのではないか
と思いました（図 10）。
十年位前のことかと思いますが，妻と聖書日課として出エジプト記 31章の箇所を読ん
でいましたとき，その「闇から光へ」入れられたように勇気づけられました。そこにはエ
ジプトの奴隷から解放後，荒れ野でのイスラエルの民に礼拝をささげる幕屋建設の指示が
具体的になされている箇所です。ベツァルエルとオホリアブという二人の者が選ばれ，神
の霊を受けて，幕屋，祭壇，契約の箱と至聖所，全ての祭具，燭台，祭服などの制作が命
じられているのです。たとえば祭服は「威厳と美しさ」を備えたものに作るように託され
ていたのです。美は否定されてはいません。しかも幕屋の中は，天使（ケルビム）や，アー
モンド，ザクロ，花柄などの図像で飾り，また立体として天使の彫刻も置くようにと言わ
れています。その視覚造形芸術に関する詳細な指示と実際の制作については，出エジプト
 9 『美と真実』320頁。また神田健次編『日本のキリスト教芸術 ─ 美術・建築』（日本キリスト教団
出版局，2006年）も参照。
10 田中文雄「キリスト教と図像」『礼拝と音楽』（51号，1986年，5頁）。木田献一「聖書における
美の問題」『聖書と教会』（日本キリスト教団出版局，1978年）。
11 柳宗玄「キリスト教図像について」『キリスト教美術図典』（吉川弘文館，1990年，2-14頁）。松
本富士男『イエスの原風景』（新泉社，1975年），特に第 5章「聖への精神史 ─キリスト教図像
学の今日的課題」。松本「絵でみる聖書の世界」，「聖書と芸術（美術） ─ イエス像の変遷」，木田・
山内・土岐編『聖書の世界』（自由国民社，1988年）参照。
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25章から 40章に亘って述べられています，十戒の第二の戒めでいわれている偶像とは，
神様との関係を破り，自分自身のために
0 0 0 0 0 0 0 0
作る像であり，真の神様を礼拝するための図像，
彫刻は，むしろ作りなさい，いや作らなければならないと言われているように思うのです。
「彼らはわたしが命じたとおりに作らなければならない。」（31 : 11）12
聖書日課は神様がわたしたち自身に向かって語りかけられた言葉として聞くものですか
ら，この日はわたしにとって神様から直に大きな励ましを受けた，忘れられない出来事だっ
たのです。このことについては，実際上も 2000年にジュネーブのカルヴァンの牧したサン・
ピエール大聖堂の中に立った時も，ハノーバー市内の教会の中に展示されていた美術作品
の前に立った時も，これがプロテスタントの教会なのかと問うような経験をしました。何
もない無装飾な空間ではないということでした。また 2008年にアメリカの東海岸ニュー
ヘイブン市で，造形美術に禁欲的と言われているピューリタンの作った街並み，そして教
会の中に立った時も，目を疑う思いをしました。それらは皆ヴィジュアルに豊かなものに
囲まれているのです。宗教改革では，聖書のみ，信仰のみ，恩寵のみ，そして万人祭司と
してみ言葉に重きを置いてきたわけですが，しかし，すべての視覚造形芸術を根絶やしに
したわけではなく，ステンドグラス，壁や椅子，柱の装飾など，豊かなキリスト教美術の
中で礼拝をささげていたことに，改めて考えさせられた思いでした13。
12 十戒は口語訳では「あなたは自分のために，刻んだ像を造ってはならない」（出エジプト 20 : 4）
と訳されており，幕屋建設においては，「わたしのための聖なる所を彼らに造らせなさい」（25 : 8），
「わたしが示す作り方に正しく従って，幕屋とそのすべての祭具を作りなさい」（25 : 9）と書か
れています（新共同訳）。英訳ではたとえば New Revised Standard Versionでは，次のように訳さ
れています。“You shall not make for yourself an idol.” （20 : 4）　“And have them make me a sanctu-
ary, so that I may dwell among them.　In accordance with all that I show you concerning the pattern of 
the tabernacle and of all its furniture, so you shall make it.” （25 : 8-9）したがって，像は，自分自身
のために作ってはならない，しかし，主なる神のためには作らなければならないのだと考えさせ
られました。
 ボンヘッファーは「私はあなたの神，主である。それゆえ
0 0 0 0
あなたは……してはならない」と「そ
れゆえ」を入れると十戒は明瞭になると言っています。戒めの前提にはイスラエルの民をエジプ
トの奴隷の家から救済した「あなたの神」が共にいる，それゆえ
0 0 0 0
他の神の像を作ることはできな
いはずではないか，作ってはいけない，というつながりになっていることを示されました。また「神
の像による表象が教会に禁じられているのでない。神御自身，イエス・キリストにおいて人の形
をとられ，人の目に見えるようにされた。神的な力がそれらの中に内在するかのように，像が崇
められたり，たたえられたりすることだけが，禁止されているのである。」と言っています。（『ボ
ンヘッファー聖書研究　［旧約編］　1926-1944』新教出版社，2005年，166頁，168頁）
13 カルヴァンの考えは，どのような像を造るのも全く禁じられているのではく，ただ神をかたどり，
それを礼拝するためのものに限るとするもので，『ジュネーヴ教会信仰問答』問 148で「それゆえ，
あらゆる彫刻や絵画が全般的に禁じられていると考えるべきではありません。ただ，どんなもの
であろうと，目に見えるものにおいて神に仕え神を敬うために造られた像，あるいはまた，偶像
崇拝にみだりに用いるために造られたすべての像に限るのです。」（新教出版社，59頁）。徹底し
た画像撤去を神学的に支えたツヴィングリのチューリッヒの教会でもステンドグラスまでは撤去
されなかったということです。（元木幸一「美しく，白い壁 ─ ドイツ宗教改革のイコノクラスム」
『西洋美術研究』，No. 6，「特集 : イコノクラスム」，三元社，2001年，44頁。
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またニューヨークのユダヤ博物館で見た，多くの祭具，さまざまな壁画，そして現代の
コーナーではシャガールやマーク・ロスコはじめ多くの芸術家の本やグッズも並べられて
いて，ユダヤ教もけっして美術に対して否定的だったとか，不毛であったとか，もはや言
えないのではないかと思ったのでした。
8.　神の栄光をほめたたえる土の器として
竹中先生は，アジア・キリスト教美術協会の協議会のスピーチで，キリスト教美術はパ
ウロのいう土の器のようなもので，どんなに優れた作品であっても，それは欠けのある不
完全なものであって，神や偶像ではない。むしろ，この土の器に神の栄光，神の力を入れ
る働きをするのだと語っておられました。確かにそもそもわたしたちの作る美術は，それ
を通して神に栄光を捧げるものであって，それ自体神ではありません。神の栄光を証しす
るものです。
アッシジのフランチェスコの祈りとして「わたしたちを神の平和の道具にしてください」
という言葉があります。英語で channelと訳されていて，その意味は水路，導管，パイプ
というものですが，実際それが神の道具として役を果たすためには，中が空っぽでなけれ
ばなりません。
一枚の絵を制作する時，いつもどう描いたら良いのか，自問しながら苦闘するわけです
が，その時に，自分の考えを，自分の業で表そうとするのではなく，自分を空っぽにして，
ただ聖書のみ言葉が表れるように，神の栄光が指し示されるようにと，しばしば導かれる
のです。そして，そのように導かれる時，実は「自分が」という，自分を縛っていたもの
から解放されて，思わぬ自由な表現や工夫が発揮され，それは逆説的ですが結局は自分ら
しさ，あるいは十人の作家がいれば十通りの個性が表にでる作品が生まれるようになるの
だと思っています。この絵は《竹 ─ 自分を無にして》（図 11）という絵ですが，竹中先
生の竹とキリスト教のつながりについてのご著書『竹がしなる時』（WCC出版局，2002年）
を読んで生まれました14。キリスト教，そしてキリスト教美術は，竹のように中が空っぽ
にして，そこに神の栄光を入れ，皆に届くようにするものだと思うのです。
9.　世界のキリスト教美術の現在 ─ ひろがりと交わり
2013年は型染版画で有名な渡辺禎雄先生の生誕百年記念の年にあたります。新教出版
14 Masao Takenaka, When the Bamboo Bends― Christ and Culture in Japan, WCC Publications, 2002.
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社から新しい画集が出版され，日本のキリスト教美術展でも特別な展示を考えています。
アメリカでは 2012年から 5年間の全米巡回展が開催されています15。日本のキリスト教美
術展は，2013年 37回展を迎え，東京銀座で 25名の出品者で 6月末から開催されます。
会を中心になって進めてこられたのは，この渡辺禎雄先生，洋画の田中忠雄先生，日本画
上野泰郎先生，彫刻の舟越保武先生と日本の画壇でも有力な方々でした。美術展開催の歩
みはむろん順調な時ばかりでなく，4回ほど開催できない年もありました。わたしは事務
局を 2000-06年までさせていただきましたが，2003年ちょうど 10年前に倉松先生が日本
のキリスト教美術協会のために祈ってくださり，キリスト教美術展賛助会というものを立
ち上げてはどうか，出来るだけ協力するよと提案してくださったのです。美術展を続ける
のが困難な時でしたので，この賛助会制度が発足したおかげで，現在まで継続することが
できています。この会は，エキュメニカルな性格の会で，カトリックとプロテスタントが
一緒になって毎年春に行われています。さらに，この二つの美術団体はさかのぼりますと，
戦前カトリックのほうは 1931年から，プロテスタントは 1935年からそれぞれ独自に美術
展を開いてきた歴史があったのです16。
アジア・キリスト教美術協会（ACAA）の設立は 1978年で，2013年は 35周年となりま
した。アジア・キリスト教美術協会の歩みも，なかなか困難な道でしたが，アジアから世
界への発信のセンターとして，またアジア各国の作家の交わりの場として大切な働きを続
けてきました。しかし，これを支えたのは，欧米の教会の献金でした。2003年から 5年
間 ACAAの委員として何度かの会議で自覚させられたことは，この 10年間，欧米からの
献金が少なくなり，これからはアジアの働きを，アジアの手で進めていかなければならな
い時期にあるということでした。日本からも応分の支援の方法を考えることと，ACAAの
一層の発展を祈っています17。
15 『渡辺禎雄聖書版画集 : くすしきみわざ』新教出版社， 2013，Beauty Given by Grace, CIVA, 2012.
16 戦前，戦後の略年史は，『キリスト教美術展　35回の歩み』（日本キリスト教美術協会，2011年，
33頁）参照。記念誌は 2001年に『25回の歩み』，2006年に『30回の歩み』が出版された。会創
立の趣旨や志の声明は，『30回の歩み』にまとめられている（37-38頁）。後援と会場は，イグナ
チオ・カテドラル，銀座日動画廊，東京銀座アートセンター，東京 YMCA，銀座教会・東京福音
会センター。会の性格と展望については，それぞれの記念誌に寄せられたエッセイを参照（執筆
者は竹中正夫，田中文雄，ジョージ・W・ギッシュ，エマニュエル・ガリバイ，レイチェル・ホ
ステター・スミス）。他に下記を参照 :「特別インタヴュー : 田中忠雄先生にきく」『礼拝と音楽』
（1994年冬号），「画家田中忠雄さんにきく」『信徒の友』（1992年 10月号），田中文雄「現代日本
のキリスト教美術」『福音と世界』（2003年 11月号），竹中正夫「宗教と芸術の交錯するところ」『信
徒の友』（2001年 10月号），同「期待と使命負って ─ キリスト教美術展 25年」『キリスト新聞』（2002
年 1月 1日号），同「近代日本におけるキリスト教と美術」『福音と世界』（2006年 7月号），同「キ
リスト教美術とは ─ 第 30回キリスト教美術展を迎えるにあたって」『信徒の友』（2006年 7月号）。
17 会の創立や趣旨については，竹中正夫「現代におけるキリスト教美術の意味 ─ アジアの状況から」
『東京青年』（2004年），同「キリスト教と美術 ─ アジアの神学的課題として」『礼拝と音楽』（1986
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2003年 25周年記念は，韓国ソウルで韓国キリスト教美術家協会と合同で開かれました。
韓国キリスト教美術家協会は，1966年から始まり，会員も百名を超える団体で，世
セジョン
宗文
化センターを会場に大規模な美術展でした18。
2004年オーストラリアの教会主催で「笑うイエス」という主題で主に広くアジアの画
家たちの作品を集めて国内巡回展が開かれました。イギリスのエディンバラでも展覧会と
シンポジュウムが行われ，その後英国内巡回展が催されました19。
ハイデルベルク大学のテオ・ズンダーマイヤー教授は，『世界のキリスト教美術』シリー
ズ 1～4の第 4巻として，2010年に『日本と韓国のキリスト教美術』という本を出版され
ました。日本のキリスト教美術の歴史と 9人の画家を取り上げて，深い分析をしています。
韓国の部は，ソー・イル・カイ教授が執筆されています20。
アメリカのキリスト教美術協会（CIVA）の設立も，1979年とアジア・キリスト教美術
協会とほぼ同じ時期ですが，隔年ごとに美術展を開き，立派な季刊誌を発行しています。
2008年アジア・キリスト教美術協会とアメリカのキリスト教美術協会からそれぞれ作家 7
名ずつが選ばれ，「キリスト教・文脈化・美術」という主題のもとにインドネシアのジョ
グジャカルタとバリで 2週間のセミナーが開かれました。インドネシアの文化，歴史，社
会を学びながら，参加した各国からのキリスト教作家たちによる共同生活とワークショッ
プは，それぞれの国や文化の違いを超え主に在って一つであることを教えられました。そ
して，今後その交わりを深めていく志を与えられました（図 13）21。
2007年プロテスタントのスウェーデン教会が「メイド・イン・アジア ─ キリストのイ
メージ」という主題で美術展をひらくために，二人の担当の牧師が来日し，6人の作家の
年，No. 51）。アジア・キリスト教美術作品の英文の書籍は，Masao Takenaka, Christian Art in 
Asia, Kyo Bun Kwan, 1975.　Takenaka & O’Grady, The Bible through Asian Eyes, PACE, 1991.　Ron 
O’Grady, Christ For All People, PACE, Maryknoll : Orbis Books, 2001.）。また機関紙『Image』1-126号。
機関誌バックナンバーはウェブサイトでも閲覧できる。
 http://www.asianchristianart.org/index.htm
18 その会の報告は，竹中正夫「アジアにおけるキリスト教美術」『福音と世界』（2003年 10月号），
柳東植「韓国のキリスト教芸術について」『福音と世界』（2006年 5月号），参照。美術展のカタ
ログは，38th Korean Chrisitian Artists Association Art Exhibition, 25th  Asian Chrisitan Art Association, 
2003.6.18-6.24,  Sejong Center for the Performing Arts.
19 Jesus Laughing and Loving, Edinburgh Festival Fringe, 2004.　2009年9月オーストラリアのシドニー
でもたれたセミナー「アート・イマジネーションと神学」では，アジアの作家の報告がなされたり，
第 58回「ブレイク賞展」を見たりして，オーストラリアの教会やプロテスタントの神学校が長
年熱心にキリスト教美術を深めようとしていることに感銘を受けました。
20 Theo Sundermeier, Christliche Kunst in Japan und Korea, Lembeck, 2010.
21 CIVAの 25年記念誌は，Faith and Vision : Twenty-Five Years of Christians in the Visual Art, 2005. セ
ミナーの成果は「カリス展」として全米巡回で 09年から 12年まで開催された。カタログは，
Charis : boundary crossings- neighbors strangers family friends, Calvin College, 2009.　ウェブでは，
 https://www.calvin.edu/nagel/projects/charis/
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作品を求めて帰りました。そして 07年 7月から 09年 2月まで 3年間の国内巡回展を開い
たのです。アジアのイメージで信仰を深めたいというのが狙いであると伺いました22。
また 4年前のペンテコステにオランダにキリスト教美術のホームページが立ち上げられ
ました。毎週日曜日にヴィジュアル・メディテーションとして古代から現代まで世界のキ
リスト教美術とそれに添えた文章を世界に発信しています。そのサイトを見ますと，ヨー
ロッパを中心にした情報ですが，今世界でどんなキリスト教美術展が，どこで開かれてい
るのか，またキリスト教美術の団体，作家，本，論文などの情報も得られます。日本のキ
リスト教美術の情報も掲載されています23。
アメリカの海外宣教研修センター（OMSC）では 2000年から 10年間の企画で毎年一人
アジアのキリスト教美術の作家を招いて，アーティスト・イン・レジデンスという形で，
アメリカにアジアのキリスト教美術を紹介してきました24。また 2007年にニューヨークの
聖書美術館でアジアの 5人のキリスト教美術作家の展覧会が開かれました25。
このようにわたしの限られた経験を通しても，世界の各地で皆それぞれが一生懸命にキ
リスト教美術を現代にあって生かして用い，充実させていこうとしているように思えます。
交わりを深め，主にあって一つとなり，ぶどうの枝のように，つながりを深め，豊かな実
りをもたらしています（図 12）。
10.　震災を受けとめて ─ 最近の作品から
最後にわたしの最近の作品からいくつか取り上げながら，お話を閉じたいと思います。
東日本大震災以後，神様はその困難な中にいるわたしたちと共におられ，その困難を担
い，支えておられるというメッセージに励まされてきました。まさに「闇から光へ」とい
うことを噛みしめています。
《エゴー・エイミ : わたしである。恐れるな》（図 14）（2011年，油彩，45.5×38 cm，
マルコ 6 : 50）この絵は，嵐の中で助けを求める弟子たちに，安心しなさい，わたしだと
言って救われる聖書の場面を描いたものです。「エゴー・エイミ」（わたしである）はイエ
22 カタログは，Made in Asia, Kristustolkningar, En Vandringsutställning Producerad Av Svenska Kyr-
kan, 2007.　ウェブでは，http://www.svenskakyrkan.se/default.aspx?id=659396
 画像が見られるのは，http://www.svenskakyrkan.se/default.aspx?id=666334
23 http://www.artway.eu/artway.php?lang=en
24 十人の美術作家は以下の通りです。ナリニ・ジャヤスリナ（スリランカ），サワイ・チンナンウ
ン（タイ），ヴィスヌ ・ーサンソンコ（インドネシア），へ ・ーチー（中国），ハンナ・バギース（マ
レーシア），ヒュービン・へー（中国），渡辺総一（日本），キム・ジァエイム（韓国），エマニュ
エル・ガリバイ（フィリピン）。http://www.omsc.org/
25 The Christian Story : Five Asian Artists Today, Museum of Biblical Art, 2007.
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ス様がご自分をメシアとして顕現される時に使われる言葉で，夜の闇で絶望のなかにいる
弟子たちに救い主として来られているのです。制作の終わりになって，イエス様は弟子た
ち以上に波風を受ける厳しい中に立っておられることに気づかされたのです26。
《泣く人と共に・2013》（図 15）（2013年，油彩，50×38 cm，ヨハネ 11 : 35）は，数年
にわたって何度か描きながらその度ごとに新しいメッセージを教えられます。この絵は
2013年に入って描いたものです。復活の主が痛みと悲しみを包み込んでくださっている。
決然と死に向かい，死を克服されるイエス様の強い意志を受け止めました27。
《笑うようになる》（図 16）（2011年，油彩，45.5×38 cm，ルカ 6 : 21）は，泣いている
人は祝福される，幸いである，なぜなら，笑うようになるからというメッセージです。快
適な中で笑うというのでなく，困難な中に希望を示され，笑うようになるということを教
えられました。描いている途中に左右に津波のような形と色が表れてきました。災害を克
服してきっと笑うようになると，励まされました28。
《たとえ死の陰の谷を歩むとも》（図 17）（2013年，油彩，45.5×33.3 cm，詩編 23 : 4），
これも今年になって完成しました。困難な中にあっても，「災いを恐れじ。…わが酒
さか
杯
ずき
は
溢るるなり」と詩人は歌います。「汝，我と共にいませばなり」。一麦学寮で佐藤司郎さん
がよく 2階から階段を降りながら，この文語訳詩編 23遍を口にしては，この詩は大好き
だなあと言っていたのを思いだしながら完成させました。谷底の闇の中に光であるイエス
様が降りてこられ，小羊を抱きかかえ救ってくださるというメッセージを描きました。
《足りているのに，もっと》（図 18）（2012年，油彩，138.5×87.5 cm，出エジプト
20 : 17）はモーセの十戒の第十番目「隣人のものをむさぼってはならない」を描きました。
わたしたちの欲望は果てしなく，足りているのにさらに欲します。原子力発電所の放射能
汚染は，隣人の家，家族，動物，土地，植物まで壊しました。共に生きるために何をしな
26 エゴー・エイミの意味は，以下の本から教えられました。宮田光雄「不安と懐疑の海で」『一粒
の麦死なずば』（新教出版社，1977年，31頁）。また，「わたしである」と訳されるヘブライ語の
エフイエが神の名前であり，エゴー・エイミはそれを受けている言葉であること，それをわたし
たち人間も言えることで，主体が回復される関係にあることを木田献一『神の名と人間の主体』（教
文館，2002年）から教えられました。特に第 1章 2「『神の名』と人間の主体 ─ 比喩的解釈の試み」，
第 3章「『神の名』と神への呼びかけ」，第 4章「『神の名』と共同体の革新 ─ 旧約聖書における
特殊と普遍」参照。
27 この主題の制作の経緯や背景について，渡辺「わたしは共にいる」，船本弘毅編『希望のみなもと』
（燦葉出版社，2012年，62-66頁）に詳述。また，宮田光雄『《放蕩息子》の精神史』（新教出版社，
2012年）第一章 5「現代美術の中の放蕩息子」に，《泣く人共に》の造形が放蕩息子を主題とし
た《息子の帰還》の造形や，ヨハネ黙示録 21章の《新しい天と新しい地》の造形に重なってい
ることが分析されています。（96-101頁）。
28 この絵の制作にあたり，宮田光雄『キリスト教と笑い』（岩波新書，1992年）から多くを学びま
した。
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ければならないか。原発をなくすように働くことを示されました29。
《未来へ : エリア，ささやく神の声を聞く》（図 19）（2012年，ミクストメディア，19× 
14 cm，列王記上 19 : 12）。この絵は 2012年に生まれました。明治学院大学『白金通信』
の「聖書のことば」というページに描き，更にもう一回同じ主題で描いたものです。預言
者エリアの再起の場面です。エリアは，バアルの神の預言者と対決して，ひるまずイスラ
エルの神こそ真の救い主と証しできました。しかしその後，王妃イゼベルから命を狙われ，
荒れ野へと逃げます。途中疲れ果てもう十分だと諦めますが，シナイ山まで天使に指示さ
れて逃げ延びます。
真夜中，大風が吹き荒れ，地震が起き，稲妻が落ちます。その後，神の静かなささやき
声が聞こえました。洞穴から出よ，あなたは，今ここで何をしているのだと神様は問われ
ます。そしてエリアにここから立ち上がり，荒れ野を通り，ダマスコに行きなさい，また
次の預言者エリシャを立てなさいなどと，新しい課題を示されるのです。わたし自身疲れ
果てて，もう十分だと思う中，もう一度あの困難と課題に満ちた荒れ野に Uターンして
行きなさいと言われたように思いました。神の声は，闇の中に静かに輝く星の光に象徴さ
せました。
ご清聴ありがとうございました。
29 初めに十戒シリーズの一つとして描きました。（《Having Enough》，For the Least of These, OMSC, 
2010. p. 33.参照）その後，2011年震災後に加筆して完成させました。
 2013年秋に韓国釜山で世界教会協議会（WCC）第 10回総会が開かれました。この作品《足りて
いるのに，もっと》は日本とニュージーランドの合同ブースのポスターやちらしに用いられまし
た。他に上記の 5点の作品が展示されました。詳しい報告は，渡辺総一「平和と信仰と美術」『礼
拝と音楽』（160号，2014年冬号，36-37頁）。同「復活者キリストと共に」『教会婦人』（2014年
2月），同「わたしたちを担われる神」「聖書・今日のいのり」『婦人之友』（2014年 3月号，144-
147頁）。
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図 1.　石巻　わたしの故郷（1987年） 図 2.　魚に呑みこまれるヨナ（1994年）
図 3.　主に従う（1994年） 図 4.　この人を見よ（2009年）
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図 5.　聖霊降臨（1996年） 図 6.　讃美（2000年）
図 7.　七つのパン（2010年） 図 8.　神の名と人間の救い（2009年）
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図 9.　アーモンド ─ 希望のしるし（2008年） 図 10.　神を讃美しよう（2009年）
図 11.　竹 ─ 自分を無にして（2008年） 図 12.　ぶどう ─ つながっている（2008年）
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図 13.　われら主にあって一つ（2008年） 図 14.　エゴ ・ーエイミ : わたしである。恐れるな（2011年）
図 15.　泣く人と共に・2013（2013年） 図 16.　笑うようになる（2011年）
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図 19.　未来へ : エリア，ささやく神の声を聞く（2012年）
図 17.　たとえ死の陰の谷を歩むとも（2013年） 図 18.　足りているのに，もっと（2012年）
